
　　　発行日　：

2022 年度　環境経営レポート
　　　　対象期間　：　（2022年1月～12月）

2023年1月20日

　進和測量設計　株式会社
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1. 組織の概要

（１） 名称及び代表者名
進和測量設計株式会社
代表取締役　髙橋潔

（２） 所在地
本社 兵庫県伊丹市野間北3丁目12番27号
大阪支店 大阪府岸和田市岡山町　871-5 

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
　測量部 TEL：072-770-3346
中迫　匡晴 FAX：072-770-3348

（４） 事業内容
公共測量に伴う測量全般（基準点測量・現地測量・路線測量・用地測量）、

工事測量
（５） 事業の規模

年間売上高　　　 90 百万円　（2021年1月～12月）
従業員数　　　　　 6 人（大阪支店1名を含む）
床面積　　　　　　86.76㎡ （本社　71.76㎡　大阪支店　16.00㎡）  

（６） 事業年度 1月～12月

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 進和測量設計株式会社

活 動：　　 　　　 公共測量に伴う測量全般（基準点測量・現地測量・
路線測量・用地測量）、
工事測量

2. 認証・登録の対象範囲

（1）　登録組織名：　　進和測量設計　株式会社

（2）　活動　：　　公共測量に伴う測量（基準点測量・現地測量・路線測量・用地測量）、

工事測量

http://shinwa-soku.co.jp/
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3. 実施体制 (見直し日：

経理部責任者 　環境経営システムを円滑にする為の環境情報伝達・収集

全従業員

　環境方針を理解し、環境に関する意識・知識の向上

　環境目標及び環境行動計画の提案

　実施状況の確認・記録

　決定事項を守り、自主的・積極的に環境保全活動を実行

　必要な是正処置・予防処置を指示

　全従業員に役割等を周知

　環境活動レポートを作成し公表

環境事務局 　環境管理責任者のサポート

測量部責任者 　主に現場使用車の二酸化炭素排出量削減

代表者

　環境方針を定め、全従業員に周知

　環境経営システムの実施及び管理に必要な、人材・資金・設備等の用意

　環境責任者の任命

　全体の取組状況を評価し、見直しを実施

環境管理責任
者

　環境目標及び環境活動計画の策定

　環境経営システムの構築・運用

　環境経営システム運用の為の文書作成等の事務管理

　代表者へ環境活動結果・取組状況等の報告

2020/1/20)

役割・責任・権限

測量部責任者
中迫 匡晴

経理部責任者
中岡 誠

環境事務局
中岡 誠

EA21
推進委員会

代表者
髙橋 潔

環境管理責任者
中迫 匡晴

大阪支店責任者
上寺 準
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4. 環境経営方針

基本理念

行動方針

１．

２．

３．

４．

5． 測量における環境配慮に努めます。

6． 関係する環境法規等を遵守します。

7． この環境方針を従業員及び関係者に周知すると同時に会社周辺の清掃活動を進めます。

制定日：
改定日：

見直し日：

　進和測量設計株式会社

代表取締役　　

2020年1月20日

2010年12月1日
2011年7月28日

電力及び車両の燃料使用に伴う二酸化炭素の削減に努めます。

　当社は、環境保全に取り組むことで事業展開を行う上でも、経費削減・作業の見直し等が図れること
を認識し、全従業員が公共事業に伴う測量を通じて、環境負荷の低減に努め、環境改善を図ります。

節水（排水量の削減）に努めます。

環境経営方針

　当社は、環境保全に取り組むことで事業展開を行う上でも、経費削減・作業の見直
し等が図れることを認識し、全従業員が公共事業に伴う測量を通じて、環境負荷の低
減に努め、環境改善を図ります。

廃棄物（一般）排出量の削減に努めます。

コピー用紙等の使用量の削減及び再利用の削減に努めます。
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5. 主な環境負荷の実績

単　位

0.278kg/kWh

自動車燃料の削減（燃費） ㎞/ℓ 9.64
㎏
㎥
㎏

*（産業廃棄物の廃棄実績は、無し）

二酸化炭素排出係数については、R1年度の、(株)エネクスライフサービスの調整後排出係数を使用。

6. 環境目標とその実績

当社における環境目標と実績は以下の通りです。

環境目標 2024年度

目標

電力使用量の削減

kg-CO2 4,379

基準年度比 97%

ガソリン使用の削減

kg-CO2 33,075

基準年度比 97%

37,455

100% 99% 98% 97%

9.79

- 98% 97%

廃棄物（一般）排出量

の削減 kg 396

基準年度比 97%

紙の使用削減

ｋｇ 221

基準年度比 97%

節　水 ㎥

32

基準年度比 97%

測量における環境配慮

100%

100%

100%

100%

2020年度 99%

100% 100% 100%

1・報告書等控えの電子媒体化

①測量作業において無駄な伐採を
行わない。

②ゴミは、持って帰り分別を行って捨
てる。

③明示用のテープを測量完了後に
回収を行う。

100% 100% 100%

2

3

100%100%

7

100% 100%100%

100%

33 32

2020年度 99% 100% 98%

223

2020年度 99% 108% 98%

6 33 33

5 228 226 247

4 408 404 403 400

2020年度 99% 99% 98%

2020年度 99% 84% 98%

38,613

ガソリンの燃費（㎞/ℓ） 9.40 9.49 9.64 9.69

二酸化炭素（総排出量）
38,471 31,031 37,841

81%

34,098 33,757 28,751 33,416

4,425

2020年度 99% 50% 98%

1 4,515 4,470 2,280

No.
基準値 2022年度 2023年度

基準年度 目標 実績 目標

紙の使用量削減 233 227.7 247

廃棄物（一般）排出量 409 405 403
総排水量及び水使用量 33 33 32

二酸化炭素排出係数

ガソリンの二酸化炭素総排出量 33,522 33,567 28,751

項　　　目 2020年度 2021年度 2022年度
電力の二酸化炭素総排出量

kg-CO2
4,515 4,015 2,280

9.96 9.79
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7. グラフによる評価

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
基準年度 557 460 430 297 274 312 401 494 389 325 314 392
実績 254 226 239 154 130 136 215 218 198 172 125 213

0

100

200

300

400

500

600

電力の削減

基準年度 実績

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
基準年度 1,188 1,485 1,141 955 1,348 1,188 1,147 1,251 1,247 1,001 1,414 1,322
実績 1,201 1,358 957 1,001 1,288 1,255 666 650 850 911 1,025 1,222

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

ガソリン使用の削減

基準年度 実績

kg-
CO2

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
基準値 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49
実績 9.47 9.48 9.61 9.62 9.55 9.67 9.75 9.79 9.81 9.71 9.65 9.55

9.30

9.40

9.50

9.60

9.70

9.80

9.90

自動車燃料の削減（燃費）

基準値 実績

目標値：4,470kg-
CO2
実績値：2,280kg-
CO2

目標値：33,757kg-CO2
実績値：28,751kg-CO2
目標達成

目標値：9.49（㎞
/ℓ）
実績値：9.64（㎞
/ℓ）

kg-

（㎞
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
基準年度 3,282 3,869 3,048 2,489 3,370 3,040 3,034 3,365 3,251 2,623 3,561 3,427
実績 3,043 3,379 2,460 2,478 3,120 3,049 1,761 1,727 2,171 2,287 2,505 3,050

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

二酸化炭素（総排出量)

基準年度 実績

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
基準年度 33 38 37 33 35 34 32 34 33 33 33 33
実績 35 33 34 37 36 32 30 34 30 31 35 36

0
5

10
15
20
25
30
35
40

一般廃棄物の削減

基準年度 実績

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
基準年度 6 5 5 5 6 6
実績 6 5 6 5 5 5

水道水の削減

基準年度 実績

目標値：
404kg
実績値：
403kg

目標値：33㎥
実績値：33㎥
目標達成

kg

㎥

6

5

目標値：38,471kg-CO2
実績値：31,031kg-CO2
目標達成kg-
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
基準年度 20.8 19.9 20.7 17.2 19.8 19.7 18.2 17.5 18.2 17.9 18.9 19.2
実績 18.0 25.0 45.0 25.0 18.0 15.0 13.0 14.0 19.0 18.0 20.0 17.0

0.0
5.0

10.0
15.0
20.0
25.0
30.0
35.0
40.0
45.0
50.0

コピー用紙等の削減

基準年度 実績

目標値：226kg
実績値：247kg
目標未達成kg
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8. 環境活動計画と評価、次年度の取り組み内容 〇：達成　×：未達

No.

目標 4,470

実績 2,280

達成率 50%

〇

目標 33,757

実績 28,751

達成率 84%

〇

目標 9.40

実績 9.64

達成率 98%

〇

目標 37,841

実績 31,031

達成率 81%

〇

目標 404

実績 403

達成率 100%

〇

目標 226

実績 247

達成率 108%

☓

目標 33

実績 33

達成率 100%

〇

目標 100%

項目 達成率
① 100%

② 100%

③ 100%

来年度も達成率100％の維持を行う

3 ガソリンの燃費（㎞/ℓ）

・アイドリングを無くす 遠方の作業が増え、燃費が良くなったと
思われる。

・急ブレーキ急発進を無くす

環境目標 環境活動計画の概要 達成状況
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報告書等控えの電子媒体化

金額５００万以上の物件を対
象とする。

①測量作業において無駄な
伐採を行わない。

②ゴミは、持って帰り分別を
行って捨てる。

③明示用のテープを測量完
了後に回収を行う。

測量における環境配慮に努めます。

7 節　水

・上下水道の量の削減に努める 水道の使用は、毎年ほぼ一定の数字を
重ねている。
水道の栓の閉め忘れにも十分注意を行
う。

・洗車時の節水に努める

6 紙の使用削減

・裏紙使用の推進 年度末作業で印刷作業が増え目標達
成には至らなかった。
両面印刷・裏紙使用で紙の使用量を減
らすことを務める。

・ミスコピーを削減

5 廃棄物（一般）排出量

中期計画 マイカップ等各々が使用し少しではある
が削減に繋がった。

・マイカップ・マイ箸を使用

2 ガソリン使用の削減

・アイドリングを無くす 昨年度は、遠方の作業が増え、ガソリン
の使用量が減ったが、
現場作業で車を使うことが多く、ガソリン
の使用量の増加になっている。

・急ブレーキ急発進を無くす

1 電力使用量の削減

・昼食時、不使用時の消灯 昨年度は、二酸化炭素排出係数の数字
が低くなった為、二酸化炭素の排出量
は、抑えられたが使用量は増えた為、今
年度も各自節電を努力する。

・省エネ蛍光管へ切り替え

・エアコン設定温度の厳守

評価と次年度の取り組み
内容

4 二酸化炭素の排出量の総和削減

・電気の使用量の削減 電力の二酸化炭素排出量係数が、大幅
に下がり二酸化炭素の排出量の削減と
至った。今年度も、Co2削減の努力を行
う。

・ガソリンの使用削減
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9. 環境活動の取組結果の評価

（1）　エコアクション21環境経営システムに取り組むことによりエネルギー削減に対して
　　　の従業員の意識が高まってきた。

（2）　電力使用についても少しずつだが削減できている。

（3）　今後も運用実績を分析して、期間ごとにチェックを行い、見直し検討しながら
　　　取り組んでいく。

10. 環境関連法規等への違反・訴訟等の有無

（1）　当社に適用される主な環境関連法規等の遵守状況
　　　下記の通り環境関連法規および条例を遵守しており、違反はありません。
　　　また関係当局より違反等の指摘も過去5年間ありません。

No.

2

3

4

（遵守確認日　：　2022年1月20日）

（2）　環境関連訴訟等の有無

　　環境関連訴訟等に関して過去5年間に1件も発生しておりません。

11 代表者による全体評価と見直しの結果

以上

電力の二酸化炭素総排出量は、昨年に比べると、二酸化炭素排出係数が大きく変わり減少となった。
しかし電力の使用量は増えている為、今年度も不要が電力の使用は控える。
ガソリンは、遠方の作業が増え、高速道路の使用が増えて良くなった。
ガソリンの使用は、現場作業が増えると増加するのでアイドリンクや急ブレーキ急発進を無くす努力をす
る。
その他、紙の使用・廃棄物排出量・節水も引き続き努力する。

　測量法 　登録の確認 遵法

　フロン排出・抑制法
・業務用エアコンの簡易点検
・点検記録の保存

　家電リサイクル法
再商品化に必要な料金の支払いしリサイク
ルに努める

遵法

法律名・条例名

遵法

遵守すべき事項 遵守状況

一般廃棄物の適正委託 遵法1 　廃棄物処理法
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